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Ⅰ．はじめに
　われわれ日本語研究班は、2004 〜 2005 年度にかけて、留学生に対するより良い日本語教育のカリ
キュラム作りの研究を行い（小嶋他 2006）、そこで得られた知見をもとに 2006 年度よりそのカリキュ
ラムを土台とした教育実践を開始している。
　2006 年度の第一報では、日本語教育現場において能力の異なる個々の留学生を相手に、どのよう
なレベルの学生にどのような指導法が効果的であったのか、という視点からの実践報告を提示した
（縣他 2007）。2007 年度の第二報では、どのような教材をどのように活用したかという点に重点をお
いた実践報告をした（縣他 2008）。2008 年度の第三報では、留学生の学習意欲を高めるための指導
法に重点をおいた実践報告をした（縣他 2009）。
		第三報のまとめでわれわれは、「学習意欲は留学生たち誰もが持っているものであるが、それをう
まく引き出すことができるかどうかは指導者側の力量に関わっている。とくに本短期大学の留学生
たちのように、入学時の日本語能力が比較的低い学生たちにとってはその比重が大きい。」と述べた。
本稿では、この第三報の考え方をさらに発展させ、留学生の学習意欲をより高めるための指導法に
重点をおいた実践を報告する。
Ⅱ．平成 21 年度本学１年次留学生に対するカリキュラムの内容と学生の実態
　本学の平成 21 年度英語科授業科目「専門教育科目」の中で、留学生１年生が履修する日本語関連
科目は以下のとおりである。
　日本語表現法ＡⅠ・ＡⅡ（２単位）【初級】【中級】【上級】
　日本語表現法ＢⅠ・ＢⅡ（２単位）【初級】【中級】【上級】
　日本語会話ＡⅠ・ＢⅠ・ＣⅠ・ＤⅠ・ＥⅠ（各２単位）【初級】【中級】【上級】
　日本語会話ＡⅡ・ＢⅡ・ＣⅡ・ＤⅡ・ＥⅡ（各２単位）【初級】【中級】【上級】
　日本事情Ⅰ・Ⅱ（２単位）【初級】【中級】【上級】
　日本文化論Ⅰ・Ⅱ（２単位）【初級】【中級】【上級】
　上記のカリキュラムの編成におけるクラス分けは、入学直後に行われる日本語能力判定テスト（日
本語能力試験３級レベル）に基づいて、初級・中級・上級の３クラスとなっている。
　平成 21 年度当初の１年次留学生各クラスの人数・国籍内訳は以下のとおりである。（前期終了後、
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中国人１名退学。他に交換留学生として韓国人１名が中級クラスに、３名が上級クラスに在籍した（内
２名は前期のみ在学））。
【初級】前期 10 名（中国 10 名）　　　後期９名（中国９名）
【中級】前期 12 名（中国 12 名）					　	後期９名（中国９名）
【上級】前期 18 名（中国 18 名）　　　後期 21 名（中国 21 名）
Ⅲ．留学生の学習意欲を高めるための指導法を求めて（「中級クラス」実践：縣）
　学習者が効率的に学び、その成果を上げるためには、学習者の学ぶ意欲を高める工夫が必要である。
そのための実践の一端を述べる。
１　実践１
　テキストとして活用している『中級から学ぶ日本語』（ＫＥＮＫＹＵＳＨＡ）の第９課に次の文章
がある。
…子供が五人もいたのに、すべて男。その子供たちに囲まれて一杯やりながら、父は決まって「一
人でも女の子がいたらなあ」と言ったものだ。「私も女ですよ」父の口癖に対する母のせりふも、
判で押したように決まっていた。（中略）
		私が子供のころには黄色いセーターを着たりすると、「男のくせに」とからかわれたものだ。
色ばかりではなく、例えばかばんや洋服のデザインなどにも、ちゃんと男の子用、女の子用と
区別があったように思う。
　上の文章に用いられている「〜たものだ」の指導について述べる。およそ言葉の指導においては、
一般的方法として、次のように三つの段階を踏むべきだと考えている。実践を通して述べる。
（１）過去の既習事項を踏まえ生かすこと、
　学生は、同テキストの第５課において、次の文章に出会っている。
　あるとき、こんなことがあった。みんなで料理を作っているとき、一人がトマトの皮をむい
てお皿に並び始めた。するとほかの人が「あなた、トマトは皮をむかないものよ」と言った。
そう言いながら、その人は包丁片手にキュウリの皮をむいている。（中略）それからしばらくむ
く、むかない、どちらが正しい、正しくないと、みんなが言い始めて、料理の手はすっかり止まっ
てしまった。結局「こんな小さなことでもいろいろ違うものね」で、この騒ぎは終わった。
　ここで学生は次のことを学習している。
①　あなた、トマトは皮をむかないものよ。
　　これは、規範、理想の姿、あるべき姿など表すものであり、同様の例として次の例文を学んだ。
						・年上の人と話すときは、敬語を使うものです。
						・Ａ「すみません、宿題を忘れました。」　Ｂ「学生というものは、本来予習や復習を必ずするも
のです。アルバイトばかりしてはいけませんよ。」
		②　こんな小さなことでもいろいろ違うものね。
					これは、一般的傾向、本性、真理などについて、ある種の感慨をこめて述べるものであり、同
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様の例として次の例文を学んだ。
						・他人の心は､ なかなかわからないものだ。
						・若いときは、いろいろ失敗が多いものです。
　そこで、授業では、①②の二つの文を板書し、まず既習事項の想起を促した。
（２）次に、第９課における新しい用法の「〜ものだ」の学習指導へと移った。つまり、
①　その子供たちに囲まれて一杯やりながら、父は決まって「一人でも女の子がいたらなあ」と言っ
たものだ。
②　私が子供のころには黄色いセーターを着たりすると、「男のくせに」とからかわれたものだ。
	の「〜ものだ」の用法を理解させるために、具体的な事例に出来るだけ多く触れさせ、語感をつか
ませることが重要だと考え、次のような例文を掲げて、解説することにした。
			①　高校生のころは、一人でよく旅行をしたものです。
			②　彼は十代のころはよくスポーツをしたものだが、最近は勉強ばかりしている。
			③　小さいころは、近くの森へ友達と遊びに行ったものだ。
			④　小学生時代、彼のいたずらには親も先生たちも困ったものです。
		これらの例文から、「〜たものだ」には過去を回想して述べていることは容易に理解できた。指導
者としては、そうしたり、そうなったりすることが以前によくあったと過去を回想して述べるとき
に用いられること。そのために「子供のころは、以前は、昔は」など過去の時を表す言葉とともに
使われることが多いことを補足した。
（３）新出の言葉について一応理解したら、ドリルによって定着を図るようにしている。この場合も
次のプリントを配布して、本課の学習の過程の中で「〜ものだ」の定着を図るよう留意した。
　第９課の次の二つの文を参考にしながら、過去の自分を思い出して下の（　　　　）に書い
て文を完成させましょう。
・　子供が五人いたのに、すべて男。その子供たちに囲まれて一杯やりながら、父は　決まって
「一人でも女の子がいたらなあ」と言ったものだ。
・　私が子供のころには黄色いセーターを着たりすると、「男のくせに」とからかわれたものだ。
１　私の父は、（　　　　　　　　　　　　）ながら、私にいつも「
　　　　　　　　　　」と言ったものだ。
２　私が子供のころには、（　　　　　　　　　　　　　）すると、（　　　　）に
　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」と言われたものだ。
３　「〜ものだ」を使って自由に書きなさい。
　学生の書いたものを若干挙げると、次のとおり。
１の例
ＴＳ：私の父は、（ご飯をたべながら）、私にいつも「よく勉強しなさい」と言ったものだ。
ＯＧ：私の父は、（煙草を吸いすぎ）ながら、私にいつも「喫煙は健康を損なう恐れがある」と言っ
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たものだ。
ＪＲ：私の父は、（酒を飲み）ながら、私にいつも「お前の将来が心配だ」と言ったものだ。
２の例
ＯＧ：私が子供のころには、（授業中居眠りを）すると、「授業のと
、 、 、 、
き必ずいっしょうけんめい勉強
しなさい」と言われたものだ。
ＲＳ：私が子供のころには、（川へ遊びに行
、 、
くと）すると、「川へ遊びにいかないで」と母に言われ
たものだ。
３の例
ＫＫ：私が女の子と会ったときは、私が「あなたは今日とてもすてきだ」と言うと、女の子にいつ
も「ほんとにあなたは嘘ばかり言う。私はしんじられない」と言われたものだ。
〈考察〉この方法は、学生の学習意欲を喚起する上で次の点でとても効果的であったと考える。
　①　「〜たものだ」について十分学習したので、容易に作文に取り組むことが出来た。
　②　学生の過去の思い出を想起して書くように指示したので、書きやすくもあるし、思い出とと
もに楽しさを味わっていたようだ。
　③　授業の中で、書くというまとまった学習時間を与えることは、学生の主体的な学習を促すこ
とにも意義がある。
　④　上の課題においては、もともと１及び２の課題のみを準備し与えたものであったが、学生が
興味深く取り組んだので、学習の途中で３を追加したものである。言うならば、学生の学習
意欲に指導者が動かされた事例となった。　
２		実践２
　テキストとして活用している『中級から学ぶ日本語』（ＫＥＮＫＹＵＳＨＡ）の第１２課に次の文
章がある。
…三度目にあったときは、公園のベンチに腰を下ろして、池のコイにえさをやっていた。
　「いいですね。お散歩ですか、お孫さんと」
と話しかけると、おばあさんは、
		「いえいえ、この人はボランティアの田川さん。いつも連れてきてくれるんですよ。ここに来
ると、ホッとするもんだから」
と答えた。
		これがきっかけで、私はこの二人、山口さんと田川さんと知り合いになった。
　ここには、「きっかけ」という新出単語があるので、その理解を助ける授業をした後で、次の課題
を与えることにした。「きっかけ」ということばを具体的な場面を指しながら使用できるようにした
かったからである。
　本文を参考にしながら、自分の体験を思い起こして、次の（　　）に書きましょう。
	（　　　　　…会った）ときは、（　だれ　）は（　　　どこ　　）で（　　　　　　…し　）ていた。
				「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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		と話しかけると、（　だれ　）は、
	
			「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
		と答えた。
				これがきっかけで、私は (　　　　　　　　　　　　　　　　　) になった。
　学生の書いたものを数例挙げると、次のとおり。
ＲＫ：（初めて会った）ときは、（陳さん）は（佐世保のアーケード）で（二
、 、 、 、 、 、 、
人で若い女と一緒に歩い）
ていた。
							　　	「いいですね。お買い物ですか、彼女と」
						　と話しかけると、（陳さん）は、
							　　	「いえいえ、この人は私の妹です」　
　　　と答えた。
　　　　　これがきっかけで、私は（この陳さんと友達）になった。
ＫＩ：（最初に会った）ときは、（ＳＫ）は（体育館）で（バスケットボールをし）ていた。
　　　　「すごいですね。学校のバスケットボール部のメンバー　ですか」
　　　と話しかけると、
　　　　「いえいえ、私は趣味が
、 、 、 、 、
あるので、余暇な
、 、 、
時間に遊びます」
　　　と答えた。　
　　　　　これがきっかけで、私は（ＳＫと一緒にバスケットボールをし
、 、 、
ます）になった。
ＳＫ：（二度目に会った）ときは、（ＳＳ）は（教室）で（勉強し）ていた。
　　　　「何を勉強す
、 、 、
るの」
　　　と話しかけると、（ＳＳ）は、
　　　　「日本語を勉強している」
　　　と答えた。
　　　　　これがきっかけで、私は（ＳＳと一緒に日本へ留学する友達）になった。
〈考察〉この方法は、学生の学習意欲を喚起する上で次の点で成功したと言えるであろう。
　①　最初は書く要領がわからない学生もいたが、方法がわかると興味を示しながら喜んで書いて
いた。
　②		体験を思い起こしながらの作文であり、書きやすかったように思われた。作文をしながら次
第に熱中する姿が、教室に広がった。
　③　口頭で発表させたが、われもわれもと意欲的に前に出て、作文を読み上げた。
　④　授業を終わったとき、学生の満足感のようなものが表情に表れていた。
　教材をそのまま使用するのではなく、学生の能力や興味関心や体験等の実態に応じた教材に部分
的に作り替えて与えることにより、学生の学習意欲はぐっと高まることを確かめることが出来た。
Ⅳ．日本留学試験「記述問題」による「作文力」の獲得（「初・中・上クラス」実践：小嶋）
　縣他 2009 で小嶋は、「買い物実習」という、より生活に密着した活動体験を作文にすることで、
学生たちの学習意欲を高める実践を報告した。そこでも述べたが、「作文」の基本は、自分の体験す
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なわち「ある日・ある時・ある場所でのできごと」を忠実に言葉で再現することから始まる、と考
えたからである。筆者の思惑通り、「あなたの自己紹介をしなさい」「あなたの夢や希望について書
きなさい」という通り一遍のテーマや、各種研修旅行や交流会の感想などを書かせる「感想文」的
なものとは違って、学生たちのモチベーションの高まりが顕著にみられる実践となった。
　その実践で得られた有用な事実は、文法能力の面からの評価では「初・中・上クラス」で差があ
るが、述べられている内容の論理的能力ではほとんど差がなかったということである。このことは、
長谷川他 2007 の報告とも一致している。すなわち日本語運用能力と論理的能力は必ずしも一致しな
いということであり、逆に言うと文法的能力を確実に身につければ、より評価の高い作文力を身に
つけられる可能性が高い、ということであった。
　そこで本項目の報告は、前回買い物実習で得られた知見を再確認するとともに、さらに高度な作
文力を要求される実際の日本留学試験「記述問題」に準拠したテーマを学生に提示し、その評価内
容をきちんとフィードバックすることによって、さらに学生たちの学習意欲を高めようとする実践
を試みたものである。
　今回のテーマは村澤 2003 より、以下の例題を使用した。
　
ある人は、＜Ａ＞友達に連絡する時には、メールの方が便利でいいと言います。またある人は、
＜Ｂ＞電話の方が便利でいいと言います。あなたは＜Ａ＞と＜Ｂ＞とどちらかの立場にたって、
その賛成理由を書いてください。
　日本留学試験本番で記述問題の所要時間は 30 分間であるが、今回は模擬試験としてではなく、学
生たちの学習意欲を高めるための教材としての選択であること、および本学留学生たちの日本語能
力（日本語能力試験２〜３級程度）を考慮したこと、の２点を勘案して 40 分間の解答時間をとった。
以下に初・中・上級それぞれのクラスの学生の解答を、メールの方が便利と答えたもの、電話の方
が便利と答えたものに分けて、まずその抜粋を示す。
１　メールの方が便利と答えたもの
①【初級】学生Ａ（男子）
　私はメールの方がいいと思います。
　第一：電話よりメールは安いです。
　第二：同の時間に、メールは二人以上と連絡することが便利です。
　第三：忙しいの時、電話することは不便です。この時、メールは電話より便利だと思います。
　第四：電車乗る時、電話はうるさいです。でもメールはとても便利です。深夜の時でも。
②【中級】学生Ｃ（女子）
　私は友達に連絡する時にはメールの方が便利だと思います。
　電話の応対では、お互いに相手の顔が見えないため誤解を招きやすい。あいまいな受け答えでは
相手を混乱させる。また、友達に正確な報告をすることもできなくなる。相手の用件を正確に聞き
取るためには、メールをする場合には便利です。（中略）
　さらに、人に言えない苦哀がある時はメールをしたほうがいいと思う。しかも祝日の場合はメー
留学生の日本語能力向上のための効果的な教育法をもとめて（その４）
—107—
ルをやり取りすることはおもしろいです。
　しかし電話は差し迫っている時はとても便利です。時間がかからない。（後略）
③【上級】学生Ｅ（女子）
　私は「友達に連絡する時にはメールを送る方が便利だと言います。」という意見に賛成する。
　なぜなら、まず電話をかけることよりメールを送ることがいつでもどこでも人に迷惑をかけない
からである。第二、みんなも自分の仕事を持っているので、友達との連絡とかあまり重要でないこ
ととかメールで、わざわざ待たなくて、自分の仕事も続けるからである。第三、電話と比べて、メー
ルの方が安くて、それに、落ち着いて自分が言いたいことがうまく言えるからである。（中略）
　従がって、私は「連絡する時にはメールを送る方が便利だと言う。」と言う意見に賛成する。
２　電話の方が便利と答えたもの
④【初級】学生Ｂ（女子）
　私はＢ電話の方が便利だという意見に賛成します。
　なぜなら、電話をかけるはメールよりはやいです。（中略）電話をかけたらすぐ自分の意見を発表
します。相手ははっきりわかる。もしメールすればまちがいところがあるかもしれない。メールは
自分の心情と気分を表現しにくいと思う。
　しかし、メールが自分は言えないところが発表しやすいと思う。他人に考える時間をあげます。
つまり、メールより電話が便利です。私はＢ電話の方が便利だという意見に賛成します。
⑤【中級】学生Ｄ（女子）
　私は友達に連絡する時に電話するほうが便利だの意見に賛成します。
　21 世紀に入ったら、電話は生活の中に必要なものになりました。人々は電話を持っています。電
話の普及で電話代は安くなりました。（中略）友達に連絡する時に電話はすぐかけるできます。メー
ルをするは時間がかかります。さらに電話をする時、自分が話したい言葉をはっきり話すできます。
友達も私の話すをはっきり理解するできます。（中略）
　私は外国人です。日本語はまだ上手になるので友達と連絡する時電話をするが便利と思います。（後
略）
⑥【上級】学生Ｆ（男子）
　私は「友達に連絡する時には電話の方が便利だと言います」と賛成する。
　まず、私にとって、友達に連絡する時、メールのは時間がかかります。電話より、もっと不便なので、
それに、何か言う時、電話では直接話して、意味がよくわかります。（中略）
　あとは、電話によって人人が言う時には、もっと感情が入れます。ふたりの関係にはよくなるこ
とができます。しかし、メールのは、ただ文字なので、時とき、最も心から話する言葉は、別の人
がたぶん真実に理解することができません。（後略）
　日本留学試験「記述問題」は、2010 年６月より、テーマに対する解答制限字数 400 〜 500 字程度・
解答時間 30 分間で、50 点満点の評価に変更され、その採点基準が公開されている（http://www.
jasso.go.jp/eju/saitenkijun.html）。
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　その採点基準に従って、上記６名の記述問題解答を評価してみると以下のようになる。
１）（レベルＳ）	得点 50 点
課題にそって、書き手の主張が，説得力のある根拠とともに明確に述べられている。かつ、
効果的な構成と洗練された表現が認められる。
２）（レベルＡ）得点 40 点（下位）〜 45 点（上位）
課題にそって，書き手の主張が，妥当な根拠とともに明確に述べられて	いる。	かつ、効
果的な構成と適切な表現が認められる。
　これらのレベルに相当する解答はない。①〜⑥すべての解答で、メールあるいは電話の方が便利
であると自分の意見が述べられており、妥当な根拠も述べられているが、それらが明確に述べられ
ているとは言い難い。さらに、「洗練された表現」「適切な表現」をするためには正確な文法表現が
欠かせないが、①②④⑤⑥に文法の間違いが散見される。③⑥は口語と文語が混じってしまっており、
「適切な表現」とは言えない。
３）（レベルＢ）	得点 30 点（下位）〜 35 点（上位）
課題にほぼそって，書き手の主張が，おおむね妥当な根拠とともに述べられている。かつ、
妥当な構成を持ち、表現に情報伝達上の支障が認められない。
　③の解答が、上位のレベルに相当する。自分の主張の妥当性に関して３つの根拠をあげて説明し
ており、口語と文語が混じった表現であっても読み手への情報伝達は十分になされている。
　⑥の解答が、下位のレベルに相当すると思われる。③と同様に、自分の主張の妥当性に関して複
数の根拠をあげて説明している。けれども、日本語として十分にこなれた表現とはなっていないため、
情報伝達に関してはギリギリの到達ラインである。
４）（レベルＣ）得点 20 点（下位）〜 25 点（上位）
課題を無視せず、書き手の主張が、根拠とともに述べられている。しかし、その根拠の妥
当性，構成，表現などに不適切な点が認められる。
　②⑤の解答が、上位のレベルに相当する。②は、自分の主張は述べられてはいるが、その根拠の
妥当性に欠ける部分が見受けられる。⑤は、自分の主張は妥当性のある根拠とともに述べられてい
るが、その表現方法に文法的間違いが多く不適切な点が見受けられる。
　④の解答が、下位のレベルに相当する。自分の主張は述べられているが、その構成や表現に不適
切な点が見られ、情報伝達が十分になされない表現となっている。
５）（レベルＤ）得点 10 点
書き手の主張や構成が認められない。あるいは，主張や構成が認められても，課題との関
連性が薄い。また，表現にかなり不適切な点が認められる。
このレベルに相当する解答はない。すべての解答に課題と関連した書き手の主張が認められる。
６）（ＮＡ）得点０点
採点がなされるための条件を満たさない。
　①の解答がこのレベルに相当する。自分の主張は述べられているが、箇条書きという体裁をとっ
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たため作文としての形式をなしていない。また字数 400 〜 500 字という条件も満たしていない。
　以上のことから本学の留学生については、前回の買い物実習の作文で得られた「文法能力の面か
らの評価では「初・中・上クラス」で差があるが、述べられている内容の論理的能力ではほとんど
差がない」という知見は、日本留学試験「記述問題」によっても裏付けられた。与えられたテーマ
と関連性の薄いあるいは、関連性がないと認められる解答はなかったからである。
　すなわち、語彙的な力と文法的な力を身につけ、さらにその上で適切で洗練された表現ができる
ようになれば、日本留学試験「記述問題」での高得点が可能になるということである。学生人一人
にこの評価を伝えたことによって、学生たちの「やる気」がどこまで伸びたかはまだ不明である。
けれども自分自身の論理的能力に自信を持ち、そのためのより良い表現手段獲得のために文法や語
彙の勉強が役立つと知ったことは明らかにプラスに働いている。このことは、その後の授業中の学
習態度からうかがうことができた。
　
Ⅴ．まとめ
　第三報の最後で、われわれは「さまざまな教材の内容を効率良く定着率高く学生たちに施すために、
われわれ指導者は常に彼らの学習意欲を奮い立たせる努力を惜しんではならないのである。」と述べ
た。本稿「はじめに」で述べた部分の後に続く部分である。
　今年度もその考え方を基本に、学生たちの学習意欲を高めるために、教材の内容を彼ら自身の日
常生活に引き寄せたものに変えた実践や、彼らに知らされていなかった作文評価の基準をわかりや
すく説明した実践の報告をした。
　本稿は、これらの実践を通じて、学生の学習意欲の高まりという内面の変化を、指導者側が経験
的な「勘」とでもいうべき直感から感じ取ることができたという報告であり、点数の伸びや得点の
変化などの数値で厳密に測定した報告ではない。本学への留学生の量も質も年々変化していて、さ
らに日本留学試験などの出題傾向や採点基準の変更などに伴って、日本語教育それ自体の方法も日々
進歩している。したがって、この報告は、砂川等 2005 も述べているように、日本語教育の現場での
知見を共有することそれ自体に意味を見出し、そこから翌年度への新たな教育方法の展開が始まる
ことを願ってのものであることを明記しておきたい。
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